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創業支援に動き始めた商工会

補
助
制
度
は
有
益
な
の

で
、
塾
第
１
期
生
が
創
業

マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
は
重
要

で
、
商
工
会
、
金
融
機
関

必
要
性
は
感
じ
ま
す
が
、

創
業
相
談
は
職
員
の
高
い

信
州
大
学
の
報
告
会
で
は

「
地
盤
調
査
が
必
要
だ
が
、

震
災
直
後
と
１
カ
月
後
に

事
業
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト

春
に
向
け
全
農
家
に
被
害

報
告
を
依
頼
中
で
す
。
農

大
規
模
災
害
へ
の
体
制
強

化
の
た
め
検
証
は
非
常
に

解
体
・
撤
去
申
請
者
に
対

し
て
の
第
１
次
調
査
を
３

主
要
防
災
拠
点
の
役
場
周

辺
、
指
定
避
難
所
の
八
方

地
震
の
た
め
事
務
改
善
報

告
書
へ
の
日
本
下
水
道
事

創
業
希
望
者
へ
の
事
業
開
設
資
金
補
助
を

補
助
制
度
創
設
に
向
け
て
考
え
て
い
き
ま
す

【
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
い

て
】

【
震
災
復
興
に
つ
い
て
】

【
下
水
道
問
題
に
つ
い
て
】

創
業
や
移
住
・
定
住
受
け

入
れ
の
担
当
者
配
置
や
窓

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

整
備
と
し
て
計
画
す
る
、

被
災
者
の
意
向
調
査
の
予

定
は
。

宅
地
の
安
全
性
の
担
保

は
。
ま
た
、
も
と
の
宅
地

今
後
の
防
災
対
策
の
た

め
、
発
災
後
の
対
応
を
早

小
規
模
事
業
者
は
ほ
と
ん

ど
が
住
居
併
用
だ
が
、
修

農
地
復
興
予
定
と
、
耕
作

不
能
地
対
策
は
。

商
工
会
が
27
年
度
に
予
定

し
て
い
る
創
業
塾
に
合
わ

創
業
希
望
者
に
、
空
き
家

や
休
業
店
舗
、
後
継
者
不

現
在
の
状
況
と
今
後
の
予

定
は
。

す
る
ま
で
に
は
、
創
設
に
向
け
て

結
論
を
出
し
ま
す
。

専
門
性
が
必
要
で
現
状
で
は
難
し

く
、
移
住
・
定
住
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
も
協
力
し

て
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
耐
震
技
術
を
施
せ
ば
同
様

の
地
震
で
も
安
全
性
は
担
保
で
き

る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
公
営

住
宅
は
意
向
を
聞
き
な
が
ら
と
考

え
ま
す
。
集
団
移
転
は
、
仮
に
地

域
全
体
で
要
望
が
出
さ
れ
た
場

合
、
実
現
の
可
能
性
を
含
め
早
急

に
検
討
し
ま
す
。

を
実
施
す
る
も
、
冬
期
で
回
収
率

が
低
く
被
害
の
全
容
把
握
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
支
援
策
は
、
今
後

検
討
し
ま
す
。

地
復
旧
は
15
ha
以
上
で
夏
以
降

の
復
旧
工
事
に
な
ら
ざ
る
を
得

ず
、
一
部
は
28
年
度
の
作
付
け
へ

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
耕
作

不
能
地
へ
は
、
村
単
独
で
国
の
制

度
に
見
合
う
よ
う
な
金
額
補
助
を

考
え
て
い
ま
す
。

有
意
義
で
、
早
い
段
階
で
取
り
掛

か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

月
中
に
、
公
営
住
宅
入
居
調
査
を

含
め
て
第
２
次
を
７
月
ご
ろ
に
、

全
体
意
向
調
査
と
し
て
第
３
次
を

９
月
ご
ろ
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

文
化
会
館
、
瑞
穂
体
育
館
、
観
光

拠
点
の
Ｊ
Ｒ
白
馬
駅
周
辺
に
整
備

し
ま
す
。
個
別
事
業
者
で
整
備
す

る
場
合
は
、
補
助
率
２
分
の
１
、

上
限
30
万
円
の
補
助
を
し
ま
す
。

業
団
の
検
証
報
告
が
３
月
に
ず
れ

込
み
ま
し
た
が
、「
適
正
な
も
の

と
評
価
で
き
る
」と
い
う
結
果
で
、

附
帯
意
見
と
し
て
「
提
案
さ
れ
た

対
策
の
実
施
、
庁
内
で
の
業
務
改

善
へ
の
取
り
組
み
の
必
要
性
」
を

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。
受

益
者
負
担
金
条
例
の
見
直
し
も
、

意
見
を
参
考
に
改
正
に
取
り
組
み

ま
す
。

口
設
置
を
。

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
整

備
事
業
の
内
容
は
。

に
建
て
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

復
興
住
宅
や
集
団
移
転
の
考
え

は
。

期
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

理
補
助
は
住
居
部
分
の
み
で
あ

る
。
支
援
策
を
。

せ
、
創
業
時
の
資
金
補
助
制
度
を

創
設
し
て
は
。

足
が
心
配
な
宿
泊
事
業
へ
の
引
き

合
わ
せ
を
し
て
は
。

篠﨑久美子議員

な
ど
と
連
携
し
て
創
業
支
援
事
業

を
行
い
な
が
ら
環
境
を
整
え
ま

す
。
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